
 

 

５月２１日、本校校長室にて、えべつ型コミュニ

ティ・スクール第１回学校運営委員会が開催されま

した。 

始めに学校長から、学校経営方針や今年度の重点

等についての説明を行いました。その後、４月７日

から５月２１日までの毎日の学校生活における子ど

も達の様子を大型モニターに映し出し、子どもの姿

を通じて学校の様子について説明を行いました。ま

た、今年度の学校評価の流れや評価項目、達成する

ための手立て等についてご承認いただきました。 

学校の活動を紹介する中で、委員の皆さんと活発な熟議を交えた意見交流を行いました。たく

さんのご助言、励ましの言葉をいただき、今後の学校運営に活かしてまいりたいと思います。 

 

次回の開催は、９月７日（月）大麻中学校区合同での開催を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委員の皆さんとの熟議の一部を紹介】 

◆子どもの安全・見守りと GPS端末の検討 

・他市町村の事例では、希望者が GPS端末で校門通過などの情報を受け取るサービスを利用し

ているところもあると聞いたことがある。学校独自の取組は難しいが、子どもたちの安全の

ための取り組みは検討を続けていきたい。 

・「知らない人に声をかけられたら逃げる」指導が地域見守りへの警戒につながる課題に配慮

し、幼稚園では職員が率先挨拶し、先入観なく人として挨拶する指導を重視している。今、

高齢者などが声かけしづらい環境も課題となっている。 

◆幼保こ小連携 

・幼保小連携で年長園児との交流（芋植え、学校探検など）を５月に実施することができた。

年長児が小学校内を探検する様子から、来年への意欲を高まっているようだ。 

・時間割制約がある中で、小学校の児童との交流を生み出し継続的に進めることができる取り

組みとなっている。 

◆施設老朽化への対応（トイレ改善） 

・トイレの洋式化が以前から課題としてあがっている。避難所機能の観点でも様式化の必要性

が高いと考えている。 

・工事不要の設置型洋式を PTAと協力して、一部進めることができそうだ。 


